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(54)【発明の名称】 内視鏡画像ファイリングシステム

(57)【要約】
【課題】画像ファイリングシステムに記録された内視鏡
検査に関わる検査情報を検索する際の操作性を向上させ
る。
【解決手段】パーソナルコンピュータ２１は、電子内視
鏡１２に備えられたレリーズスイッチを押すことにより
発生するレリーズトリガに従って、内視鏡装置１から出
力される画像信号を、キーボード２３やマウス２４によ
り入力された内視鏡検査に関わる検査情報に関連付けて
記録するとともに、内視鏡装置１から出力される画像信
号や情報をモニタ２２に表示する。パーソナルコンピュ
ータ２１は、キーボード２３やマウス２４により入力さ
れた前記検索条件に従って前記検査情報を検索して表示
するとともに、前記検索条件に対して予め設定された条
件で検索範囲を変更して前記検査情報を検索して表示す
るようになっている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡装置から出力される画像信号を、
レリーズトリガに従って、入力された内視鏡検査に関わ
る検査情報に関連付けて記録する画像ファイリング装置
を備えた画像ファイリングシステムにおいて、
前記検査情報を記録する内視鏡検査情報記録手段と、
前記検査情報を検索するための検索条件を入力する検索
条件入力手段と、
入力された前記検索条件に従って前記内視鏡検査情報記
録手段の記録している前記検査情報を検索する内視鏡検
査情報検索手段と、
前記検索条件に対して予め設定された条件で検索範囲を
変更する前後検索条件を設定する前後検索設定手段と、
前記前後検索設定手段で設定された前記前後検索条件に
より前記内視鏡検査隋報記録手段が記録している前記検
査情報を検索する前後検索実行手段と、
前記内視鏡検査情報検索手段および前記前後検索実行手
段による検索結果の少なくとも－方を表示する検査情報
表示手段と、
を備えたことを特徴とする内視鏡画像ファイリングシス
テム。
【請求項２】  前記前後検索実行手段による検索を選択
する前後検索選択手段を更に有し、
前記前後検索実行手段は、前記前後検索選択手段の選択
に応じて前記検査情報を検索することを特徴とする請求
項１記載の内視鏡画像ファイリングシステム。
【請求項３】  内視鏡装置から出力される画像信号を、
レリーズトリガに従って、入力された内視鏡検査に関わ
る検査情報に関連付けて記録する画像ファイリング装置
を備えた画像ファイリングシステムにおいて、
前記検査情報を記録する内視鏡検査情報記録工程と、
前記検査情報を検索するための検索条件を入力する検索
条件入力工程と、
入力された前記検索条件に従って前記内視鏡検査情報記
録工程で記録した前記検査情報を検索する内視鏡検査情
報検索工程と、
前記検索条件に対して予め設定された条件で検索範囲を
変更する前後検索条件を設定する前後検索設定工程と、
前記前後検索設定工程で設定された前記前後検索条件に
より前記内視鏡検査隋報記録工程で記録した前記検査情
報を検索する前後検索実行工程と、
前記内視鏡検査情報検索工程および前記前後検索実行工
程による検索結果の少なくとも－方を表示する検査情報
表示工程と、
を備えたことを特徴とする内視鏡画像ファイリングシス
テム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置から出
力される画像信号を、入力された内視鏡検査に関わる検
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査情報に関連付けて記録する内視鏡画像ファイリングシ
ステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】細長の挿入部を体腔内等の被検部位に挿
入して観察する内視鏡に撮像手段を備え、この撮像手段
で撮像した被検部位の画像つまり内視鏡画像をモニタに
表示する内視鏡装置が従来より利用されている。
【０００３】また近年、内視鏡画像を記録する画像ファ
イリング装置を内視鏡装置に接続した内視鏡画像ファイ
リングシステムが広く利用されている。内視鏡画像ファ
イリングシステムは、内視鏡装置に備えられた内視鏡ス
イッチ例えばレリーズスイッチを押すと、モニタに表示
されている内視鏡画像が画像ファイリング装置に記録さ
れるようになっている。
【０００４】また、内視鏡画像ファイリングシステム
は、内視鏡画像を記録するばかりでなく、患者の氏名、
年齢、性別といった患者情報、内視鏡検査の予約日、予
約時間、検査種別といった内視鏡検査予約情報、記録し
た内視鏡画像に関する医師等の所見、内視鏡検査を行っ
た検査日、検査時間といった検査情報等の内視鏡検査に
関わる様々な情報を記録できるようになっている。さら
に、内視鏡画像ファイリングシステムは、前述の記録し
た情報を様々な検索手段によって引き出すことができる
ようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
技術で述べたような内視鏡画像ファイリングシステム
は、システムに記録されている内視鏡検査に関わる検査
情報を、同様な検索条件を用いて検索を繰り返すような
場合でも、その都度検索条件の入力画面を開く必要があ
り手間がかかってしまうという不具合を有していた。
【０００６】本発明は、これらの事情に鑑みてなされた
ものであり、画像ファイリングシステムに記録された内
視鏡検査に関わる検査情報を検索する際の操作性を向上
させることができる画像ファイリングシステムを提供す
ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
請求項１に記載の内視鏡画像ファイリングシステムは、
内視鏡装置から出力される画像信号を、レリーズトリガ
に従って、入力された内視鏡検査に関わる検査情報に関
連付けて記録する画像ファイリング装置を備えた画像フ
ァイリングシステムにおいて、前記検査情報を記録する
内視鏡検査情報記録手段と、前記検査情報を検索するた
めの検索条件を入力する検索条件入力手段と、入力され
た前記検索条件に従って前記内視鏡検査情報記録手段が
記録している前記検査情報を検索する内視鏡検査情報検
索手段と、前記検索条件に対して予め設定された条件で
検索範囲を変更する前後検索条件を設定する前後検索設
定手段と、前記前後検索設定手段で設定された前記前後
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検索条件により前記内視鏡検査隋報記録手段が記録して
いる前記検査情報を検索する前後検索実行手段と、前記
内視鏡検査情報検索手段および前記前後検索実行手段に
よる検索結果の少なくとも－方を表示する検査情報表示
手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】請求項１に記載の内視鏡画像ファイリング
システムでは、画像ファイリング装置が有する内視鏡検
査に関わる検査情報をユーザが入力する検索条件の検索
結果に従って一覧表示し、前記検索条件の前後に関わる
検索を行う場合にその検索条件の入力を行わずに検索を
実行できるようにしているので、画像ファイリングシス
テムに記録された内視鏡検査に関わる検査情報を検索す
る際の操作性を向上させることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。
（実施の形態）図１ないし図１２は本発明の実施の形態
に係り、図１は内視鏡画像ファイリングシステムの全体
構成を説明する説明図、図２は画像ファイリング装置の
ハードウェア構成を説明するブロック図、図３は画像フ
ァイリング装置の画面構成の概要を説明する説明図、図
４は画像ファイリング装置の操作の流れの全体像を説明
するフローチャート、図５はスケジュール一覧画面の画
面表示例を示す図、図６は絞り込み条件設定画面の画面
表示の例を示す図、図７はカレンダ画面の画面表示の例
を示す図、図８は絞り込み条件設定画面の第１の表示の
例を示す図、図９は絞り込み条件設定画面の表示の例を
示す図、図１０は絞り込み条件設定画面の第２の表示の
例を示す図、図１１は前後検索の実行の流れを説明する
フローチャート、図１２は図１１のステップＳ２７から
ステップＳ２３に戻るまでの流れを説明するフローチャ
ートである。
【００１０】（構成）図１に示すように、本実施の形態
の内視鏡画像ファイリングシステムは、内視鏡装置１
と、この内視鏡装置１に信号伝送ケーブル１０を介して
接続された画像ファイリング装置２とから主に構成され
る。内視鏡装置１は、電子内視鏡１２と、光源装置１３
と、ビデオプロセッサ（或いは映像信号処理装置）１４
と、モニタ１５と、キーボード１６と、信号伝送ケーブ
ル１７とから主に構成される。電子内視鏡１２は撮像手
段を備えている。光源装置１３は電子内視鏡１２に照明
光を供給する。ビデオプロセッサ１４は、電子内視鏡１
２の撮像手段に対する信号処理を行い、映像信号を生成
する。モニタ１５は、このビデオプロセッサ１４と接続
され、映像を表示する。キーボード１６は、このビデオ
プロセッサ１４と接続され、このビデオプロセッサ１４
に対して操作入力を行う。信号伝送ケーブル１７は、電
子内視鏡１２及び光源装置１３とビデオプロセッサ１４
との間で画像信号及び各種データを伝送する信号伝送ケ
ーブル１７により構成されている。
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【００１１】電子内視鏡１２は、細長の挿入部を患者１
１の体腔内等の被検部位に挿入して観察する内視鏡撮像
手段を備え、この撮像手段で撮像した被検部位の画像つ
まり内視鏡画像信号をビデオプロセッサ１４に供給す
る。ビデオプロセッサ１４は、電子内視鏡１２からの内
視鏡画像信号に対して映像信号処理を行い映像信号を生
成してモニタ１５に表示するとともに、電子内視鏡１２
からの内視鏡画像信号を信号伝送ケーブル１０を介して
画像ファイリング装置２に出力する。また、ビデオプロ
セッサ１４は、信号伝送ケーブル１０を介して画像ファ
イリング装置２と各種データの送受を行う。
【００１２】画像ファイリング装置２は、パーソナルコ
ンピュータ２１と、モニタ２２と、キーボード２３と、
マウス２４とから主に構成される。
【００１３】パーソナルコンピュータ２１は、キーボー
ド２３及びマウス２４により操作入力が行われるととも
に、内視鏡装置１から信号伝送ケーブル１０を介して画
映像信号が供給される。パーソナルコンピュータ２１
は、信号伝送ケーブル１０を介して内視鏡装置１と各種
データの送受を行う。
【００１４】パーソナルコンピュータ２１は、電子内視
鏡１２に備えられた内視鏡スイッチ例えばレリーズスイ
ッチを押すことにより発生するレリーズトリガに従っ
て、内視鏡装置１から出力される画像信号を、キーボー
ド２３やマウス２４により入力された内視鏡検査に関わ
る検査情報に関連付けて記録するとともに、内視鏡装置
から出力される画像信号や情報をモニタ２２に表示す
る。
【００１５】これにより、画像ファイリング装置２は、
内視鏡装置１から出力される画像信号を、レリーズトリ
ガに従って、入力された内視鏡検査に関わる検査情報に
関連付けて記録する。
【００１６】図２を使用して、画像ファイリング装置２
の主要部であるパーソナルコンピュータ２１の内部構成
を説明する。
【００１７】パーソナルコンピュータ２１は、ＣＰＵ２
１ａと、ＲＯＭ２１ｂと、ＲＡＭ２１ｃと、ＶＲＡＭ２
１ｄと、ハードディスク２１ｅと、ハードディスク２１
ｅと、ＳＣＳＩインターフェース部２１ｆ、マウスイン
ターフェース部２１ｇと、キーボードインターフェース
部２１ｈと、ＲＳ２３２Ｃ方式の通信インターフェース
部２１ｉと、ビデオ回路２１ｊと、Ａ／Ｄ変換部２１ｋ
と、画像メモリ２１lとから構成される。
【００１８】ＣＰＵ２１ａは、パーソナルコンピュータ
２１の各部を制御する主制御手段である。ＲＯＭ２１ｂ
は、ＣＰＵ２１ａを動作させるプログラムやモニタ２２
への表示メッセージ等を格納している。ＲＡＭ２１ｃ
は、ＣＰＵ２１ａの作業領域や各種データの一時記憶領
域として使用するものである。ＶＲＡＭ２１ｄは、モニ
タ２２への出力する画像データを一時記憶する。
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【００１９】ハードディスク２１ｅは、画像データや各
種データを保存する。ＳＣＳＩインターフェース部２１
ｆは、ハードディスク２１ｅと公知のＳＣＳＩ方式でデ
ータの送受を行う。
【００２０】マウスインターフェース部２１ｇは、マウ
ス２４からの入力を検出する。キーボードインターフェ
ース部２１ｈは、キーボード２３からの入力を検出す
る。通信インターフェース部２１ｉは、公知のＲＳ２３
２Ｃ方式のインターフェースとなっており、内視鏡装置
１と各種データを送受する。
【００２１】ビデオ回路２１ｊは、内視鏡装置１から出
力された画像信号を入力するインターフェース回路であ
る。Ａ／Ｄ変換部２１ｋは、ビデオ回路２１ｊで入力し
た画像信号をＡ／Ｄ変換する。画像メモリ２１lは、Ａ
／Ｄ変換部２１ｋから出力された画像データを一時記憶
する。
【００２２】この場合、ハードディスク２１ｅは、内視
鏡検査に関わる検査情報を記録する内視鏡検査情報記録
手段となっている。
【００２３】キーボード２３及びマウス２４は、前記検
査情報を検索するための検索条件を入力する検索条件入
力手段となっている。
【００２４】ＣＰＵ２１ａ、ＲＯＭ２１ｂ、ＲＡＭ２１
は、入力された前記検索条件に従って前記内視鏡検査情
報記録手段が記録している前記検査情報を検索する内視
鏡検査情報検索手段となっている。
【００２５】また、ＣＰＵ２１ａ、ＲＯＭ２１ｂ、ＲＡ
Ｍ２１は、前記検索条件に対して予め設定された条件で
検索範囲を変更する前後検索条件を設定する前後検索設
定手段となっている。
【００２６】さらに、ＣＰＵ２１ａ、ＲＯＭ２１ｂ、Ｒ
ＡＭ２１は、前記前後検索設定手段で設定された前記前
後検索条件により前記内視鏡検査隋報記録手段が記録し
ている前記検査情報を検索する前後検索実行手段となっ
ている。
【００２７】モニタ２２及びＶＲＡＭ２１ｄは、前記内
視鏡検査情報検索手段および前記前後検索実行手段によ
る検索結果の少なくとも－方を表示する検査情報表示手
段となっている。
【００２８】これに加え、キーボード２３及びマウス２
４は、前記前後検索実行手段による検索を選択する前後
検索選択手段となっており、前記前後検索実行手段は、
前記前後検索選択手段の選択に応じて前記検査情報を検
索する。
【００２９】これらにより、パーソナルコンピュータ２
１を主要部とする画像ファイリング装置２は、内視鏡装
置１で得た画像データをモニタ２２に表示したり、ハー
ドディスク２１ｅに記憶すること等ができるようになっ
ている。
【００３０】また、画像ファイリング装置２は、モニタ
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２２に表示される各種画面に従って、操作者がキーボー
ド２３やマウス２４からデータや指示を入力し、入力さ
れたデータや指示に従ってＣＰＵ２１ａが各部を制御
し、処理を実行するようになっている。つまり、画像フ
ァイリング装置２は、モニタ２２に表示される画面の流
れに従って各種処理を実行するようになっている。
【００３１】図３を使用して、画像ファイリング装置２
の画面構成の概要を説明する。
【００３２】先ず、画像ファイリング装置２を起動する
と、操作者を認証するためのログイン画面３１が表示さ
れる。
【００３３】ログイン画面３１で操作者が認証される
と、検査スケジュールの一覧等を表示するスケジュール
一覧画面４１が表示される。
【００３４】スケジュール一覧画面４１からは、患者情
報を編集するための検査情報編集画面６１を呼び出すこ
とができるようになっている。
【００３５】また、スケジュール一覧画面４１からは、
内視鏡装置１と接続して検査を実行し、内視鏡装置１か
ら画像を取り込んだりするための検査実行画面７１を呼
び出すことができるようになっている。
【００３６】また、スケジュール一覧画面４１からは、
取り込んだ画像の内、作成する検査レポートで画像を選
択したりするための画像選択画面８１を呼び出すことが
できるようになっている。
【００３７】また、スケジュール一覧画面４１からは、
検査レポートを作成するための画面であるレポート作成
画面９１を呼び出すことができるようになっている。
【００３８】また、スケジュール一覧画面４１からは、
検査に関わる診療コードや会計コード等を入力及び確認
するための実施情報入力画面１０１を呼び出すことがで
きるようになっている。
【００３９】図４を使用して、画像ファイリング装置２
の操作の全体の流れの一例を説明する。なお、図中の符
号Ｓ１ないしＳ８は処理ステップに付した符号である。
【００４０】先ず、操作者が内視鏡画像ファイリング装
置２を起動すると、モニタ２２にログイン画面３１が表
示される。この状態で操作者がキーボード２３やマウス
２４を用いてパスワードの入力等の操作を行う。パーソ
ナルコンピュータ２１は、ここで操作者の認証を行い、
ステップＳ１に示すようにログインする。これにより、
モニタ２２にはスケジュール一覧画面４１が表示され、
ここで操作者はステップＳ２に示すように検査スケジュ
ールを確認する。
【００４１】次に、検査対象の患者が新規の患者である
場合、操作者は、キーボード２３やマウス２４を用い
て、患者一覧画面５１及び患者情報編集画面５２を呼び
出してステップＳ３に示すように患者情報を登録する。
【００４２】次に、操作者は、検査情報編集画面６１を
呼び出し、ステップＳ４に示すように新規の検査予約を
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7
入力する。
【００４３】次に、操作者は、検査実行画面７１を呼び
出し、ステップＳ５に示すように画像ファイリング装置
２に接続された内視鏡装置１で検査を実行し、内視鏡装
置１で得た画像を画像ファイリング装置２に記憶する。
【００４４】次に、操作者は、画像選択画面８１を呼び
出し、ステップＳ６に示すように、検査実行で得た画像
の内作成する検査レポートで参照する画像を選択する。
【００４５】次に、操作者は、レポート作成画面９１を
呼び出し、ステップＳ７に示すように検査レポートを作
成する。
【００４６】次に、操作者は、実施情報入力画面１０１
を呼び出し、ステップＳ８に示すように検査に関連する
診断コードや会計コード等を入力する。
【００４７】以上が、操作の全体の流れの一例である。
【００４８】以下に、各画面の詳細な構成や動作を説明
する。
【００４９】図５は、スケジュール一覧画面４１の画面
表示の例である。
【００５０】スケジュール一覧画面４１には、検査情報
の一覧を表示する検査情報一覧表示エリア４１ｂが配置
されている。
【００５１】なお、本明細書において、１件の検査情報
を検査情報レコードと呼ぶ。
【００５２】検査情報表示エリア４１ｂの１行目には、
検査情報レコードを構成する各データ項目の見出しが表
示されている。
【００５３】検査情報レコードは、検査情報一覧表示エ
リア４１ｂの３行目から表示され、１つの検査情報レコ
ードは、検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行に表示さ
れるようになっている。
【００５４】検査情報一覧表示エリア４１ｂに表示され
る検査情報レコードを構成するデータ項目には、検査日
４１ｂａ、検査の開始時刻４１ｂｂ、終了時刻４１ｂ
ｃ、患者の姓４１ｂｄ、患者の名４１ｂｅ、検査担当者
名４１ｂｆ、使用する検査室名４１ｂｇ等が含まれてい
る。
【００５５】また、検査情報表示エリア４１ｂには、各
検査に関わる作業の進行状況等の状態を表示する検査状
態表示欄４１ｃが配置されている。
【００５６】検査状態表示欄４１ｃを構成する検査状態
表示欄４１ｃａには、検査情報の入力必須項目及び該検
査の対象の患者情報の入力必須項目が全て入力済みであ
るか否かの区別が表示される。例えば、これらが全て入
力済みの場合には「×」印が表示され、その他の場合に
は空白となるようになっている。
【００５７】また、検査状態表示欄４１ｃｂには、患者
から検査承諾書を受け取った日付が入力されているか否
かの区別が表示される。例えば、既に患者から検査承諾
を受け取った日付が入力されている場合には「×」印が
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表示され、その他の場合には空白となるようになってい
る。また、検査状態表示欄４１ｃｃには、該検査が画像
記録済みであるか否かの区別が表示される。例えば、既
に実行されている場合には検査で記録された画像の枚数
が表示され、行われていない場合には空白となるように
なっている。ここで、検査状態表示欄４１ｃｃに数字が
表示されている検査は、検査により患者の被検部位の画
像を既に得ていることを意味している。
【００５８】検査状態表示欄４ｌｃｄには、検査レポー
トが作成済みであるか否かの区別が表示されている。例
えば、作成済みの場合には「×」印が表示され、未だ作
成されていない場合には空白となるようになっている。
【００５９】また、検査状態表示欄４１ｃｅには、会計
コードが入力されているか否かの区別が表示されてい
る。例えば、すでに会計コードが入力済みの場合には
「×」印が表示され、入力済みであるが変更が発生して
いる場合には「！」印が表示され、入力済みであるが該
当データが無い場合には「○」印が表示され、未だ入力
されていない場合には空白となるようになっている。
【００６０】検査状態表示欄４１ｃｆには、内視鏡検査
で生体組織を採取するといった生検を行った場合の生検
の検査結果の状態が表示される。例えば、生検を行い既
に生検の結果が得られている場合には「×」印が表示さ
れ、生検を行い未だ生検の検査結果が得られていない場
合には「！」印が表示され、内視鏡検査は行ったが生検
を行わなかった場合には「○」印が表示され、未だ内視
鏡検査を行っていない場合には空白となるようになって
いる。
【００６１】検査情報一覧表示エリア４１ｂには、全て
の検査情報レコードを表示できるばかりでなく、関心の
ある検査情報レコードを絞り込んで表示することができ
る。
【００６２】検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行目つ
まり各データ項目の項目名等が表示されている行の各デ
ータ項目の位置には、それぞれのデータ項目に絞り込み
条件を設定する画面を呼び出すためのボタンであるフィ
ルタ・ボタン４１ｄが配置されている。
【００６３】各フィルタ・ボタン４１ｄは、対応するデ
ータ項目に絞り込み条件が設定されていない場合には、
凸状態のボタンとなっている。
【００６４】なお、凸状態のボタンとは、画面上でボタ
ンが浮き上がって見えるように陰影を表示した状態のボ
タンのことであり、また、凹状態のボタンとは、画面上
でボタンが凹状態に見えるように陰影を表示した状態の
ボタンのことである。
【００６５】操作者がマウス２４を用いて凸状態のフィ
ルタ・ボタン４１ｄをクリックすると、対応するデータ
項目に絞り込み条件を設定するための画面である後述す
る絞り込み条件設定画面が開き、絞り込み条件を入力す
ることができるようになっている。ここで、操作者が絞
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り込み条件を入力することにより、この絞り込み条件を
満たす検査情報レコードのみが検査情報一覧表示エリア
４１ｂに表示されるようになっている。
【００６６】また、絞り込み条件の設定されているデー
タ項目に対応したフィルタ・ボタン４１ｄは凹状態のボ
タンとなる。
【００６７】凹状態のフィルタ・ボタン４１ｄが複数あ
る場合には、各フィルタ・ボタン４１ｄで設定した絞り
込み条件の論理積の条件により、検査情報レコードが絞
り込まれて表示される。操作者が凹状態のフィルタ・ボ
タン４１ｄをクリックすると、対応するデータ項目に設
定された絞り込み条件が解除され、フィルタ・ボタン４
１ｄは凸状態のボタンとなる。
【００６８】ここで、例えば検査日４１ｂａに絞り込み
条件を設定する場合の操作の流れを説明する。
【００６９】操作者がマウス２４を用いて検査日４１ｂ
ａに対応した位置のフィルタ・ボタン４１ｄａをクリッ
クすると、検査日４１ｂａに絞り込み条件を設定するた
めの図６に示す絞り込み条件設定画面４２が呼び出され
る。
【００７０】操作者が、絞り込み条件設定画面４２で、
絞り込み開始日付の設定欄４２ａ及び絞り込み終了日付
の設定欄４２ｂにそれぞれ日付を設定し、了解ボタン４
２ｃをクリックすると、絞り込み条件設定画面４２が閉
じ、フィルタ・ボタン４１ｄａが凹状態となり、検査日
４１ｂａが設定欄４２ａ、４２ｂで設定した日付の間に
ある検査情報レコードのみが検査情報一覧表示エリア４
１ｂに表示されるようになっている。
【００７１】操作者が設定欄４２ａ、４２ｂに日付を入
力する際において、現在の日付、現在の月の１日、現在
の週の最初の日、現在の年の最初の日のいずれかの日付
を入力する場合等には、マウス２４で該当項目に対応し
たボタン４２ｄをクリックすることで設定できる。ま
た、現在の日付との相対日数を以て設定することもで
き、この場合、操作者が、該当項目に対応したボタン４
２ｅをマウス２４でクリックし、相対日数を１日ずつ増
加させるボタン４２ｆ及び減少させるボタン４２ｇをマ
ウス２４でクリックする操作により設定することができ
る。また、入力欄４２ｈにキーボード２３で年月日を入
力することもできる。
【００７２】また、操作者がマウス２４でカレンダ呼び
出しボタン４２ｉをクリックすると、図７に示すカレン
ダ画面４３が呼び出され、カレンダ画面４３上に表示さ
れた日付ボタン４３ａをクリックすることで、日付ボタ
ン４３ａに対応する日付が入力欄４２ｈに入力され、日
付を設定することができる。
【００７３】カレンダ画面４３は、マウス２４の操作で
表示する年月を変更することができ、任意の年月日を選
択できるようになっている。
【００７４】また、操作者が図５に示す検査情報表示エ

10
リア４１ｂで、例えば患者の姓４１ｂｄの位置に対応し
たフィルタ・ボタン４１ｄｄをクリックした場合には、
絞り込む患者の姓の条件を設定する図８に示す絞り込み
条件設定画面４４が呼び出される。
【００７５】操作者が絞り込み条件設定画面４４の入力
欄４４ａに患者の姓をキーボード２３で入力し、了解ボ
タン４４ｂをクリックすると、入力した姓を有する患者
に対応する検査情報レコードのみが検査情報一覧表示エ
リア４１ｂに表示される。なお、患者の姓で絞り込む際
に、入力欄４４ａに入力した文字列と完全に一致する姓
を検索するようにしてもよいし、この文字を含む姓を検
索するようにしてもよい。
【００７６】また、操作者がマウス２４を用いて、図５
に示す検査情報一覧表示エリア４１ｂで、例えば検査済
みか否かを示す検査状態表示欄４１ｃｃに対応したフィ
ルタ・ボタン４ｌｅｃをクリックすると、検査済みか否
かの区別を絞り込み条件として設定するための図９に示
すような絞り込み条件設定画面４５が呼び出される。操
作者が絞り込み条件設定画面４５の設定欄４５ａで検査
済みか否かの区別をマウス２４でクリックして選択し、
了解ボタン４５ｂをクリックすると、設定欄４５ａの設
定と検査状態表示欄４１ｃｃの状態とが一致する検査情
報レコードのみが検査情報表示エリア４１ｂに表示され
る。
【００７７】また、操作者が図５に示す検査情報一覧表
示エリア４１ｂで、例えば会計コードの入力状態の区別
を示す検査状態表示欄４１ｃｅに対応したフィルタ・ボ
タン４ｌｅｅをクリックすると、会計コード入力済みか
否かの区別を絞り込み条件として設定するための図１０
に示すような絞り込み条件設定画面４６が呼び出され
る。操作者が絞り込み条件設定画面４６の設定欄４６ａ
で会計コードの入力状態の区別をマウス２４でクリック
して選択し、了解ボタン４６ｂをクリックすると、設定
欄４６ａの設定と検査状態表示欄４１ｃｅの状態とが一
致する検査情報レコードのみが検査情報一覧表示エリア
４１ｂに表示される。
【００７８】図１１に示すスローチャートを使用して、
検査情報の一覧表示について前後検索実行の流れを説明
する。なお、図中の符号Ｓ２１ないしＳ４５は処理ステ
ップに付した符号である。
【００７９】パーソナルコンピュータ２１が操作者の認
証を行い、図４に示すステップＳ１に示すようにログイ
ンしてモニタ２２にスケジュール一覧画面４１が呼び出
されると、図中のＳ２１に示すように検査情報の一覧表
示が開始する。
【００８０】パーソナルコンピュータ２１は、検査情報
の一覧表示が開始すると、ステップＳ２２に示すよう
に、初期絞り込み条件に従って検査情報を検索し検査情
報一覧表示エリア４１ｂに該当する検査レコードを表示
する。
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【００８１】次に、パーソナルコンピュータ２１は、ス
テップＳ２３に示すようにスケジュール一覧画面のボタ
ン入力待ちになる。
【００８２】ステップＳ２３においてマウス２４等の入
力によってボタン入力がなされることにより、パーソナ
ルコンピュータ２１は、ステップ２４に示すように入力
されたボタンが日付前後ボタン４１ｊの入力か否かを確
認する。
【００８３】ステップＳ２４において日付前後ボタン４
１ｊの入力でない場合には、パーソナルコンピュータ２
１は、ステップＳ２５に示すように入力されたボタンが
終了ボタンか否かを確認し、終了ボタンである場合には
ステップＳ４４に示すように終了処理を行いステップＳ
４５に示すように前後検索実行の終了つまりスケジュー
ル一覧画面を終了する。
【００８４】また、ステップＳ２５において入力された
ボタンが終了ボタンでなかった場合は、パーソナルコン
ピュータ２１は、ステップＳ２６に示すように入力ボタ
ンに従った処理を行いステップＳ２３に処理が戻され
る。ステップＳ２６においては、入力ボタンにより入力
された前記検索条件に従って検査情報を検索し検査情報
一覧表示エリア４１ｂに該当する検査レコードを表示す
る等の処理を行う。
【００８５】また、ステップＳ２４において日付前後ボ
タン４１ｊの入力であった場合にはパーソナルコンピュ
ータ２１は、ステップＳ２７に示すように現在検査一覧
表示エリア４１ｂに表示されている検査一覧の検索に使
用したフィルター・ボタン４１ｄａで設定されている情
報、すなわち、絞り込み開始日付及び絞り込み終了日付
の情報を取得する。
【００８６】次に、パーソナルコンピュータ２１は、ス
テップＳ２８に示すように入力されたボタンが前検索ボ
タン４１ｊａなのか後検索ボタン４１ｊｂなのかを確認
する。
【００８７】ステップＳ２８において入力されたボタン
が前検索ボタン４１ｊａであった場合には、パーソナル
コンピュータ２１は、ステップＳ２９に示すようにステ
ップＳ２７で取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了
日の情報が年単位の指定か否かを確認する。
【００８８】ステップＳ２９においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が年
単位の場合には、パーソナルコンピュータ２１は、ステ
ップＳ３０に示すようにフィルタ・ボタン４１ｄａで設
定されている情報を１年前の情報になるように絞り込み
開始日及び絞り込み終了日を設定する。
【００８９】ステップＳ２９においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が年
単位でない場合には、パーソナルコンピュータ２１は、
ステップＳ３１に示すようにステップＳ２７で取得した
絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が月単位の指
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定か否かを確認する。
【００９０】ステップＳ３１においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が月
単位の場合には、パーソナルコンピュータ２１は、ステ
ップＳ３２に示すようにフィルタ・ボタン４１ｄａで設
定されている情報を１月前の情報になるように絞り込み
開始日及び絞り込み終了日を設定する。
【００９１】ステップＳ３１においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が月
単位でない場合には、パーソナルコンピュータ２１は、
ステップＳ３３に示すようにステップＳ２７で取得した
絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が週単位の指
定か否かを確認する。
【００９２】ステップＳ３３においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が週
単位の場合には、パーソナルコンピュータ２１は、ステ
ップＳ３４に示すようにフィルタ・ボタン４１ｄａで設
定されている情報を１週前の情報になるように絞り込み
開始日及び絞り込み終了日を設定する。
【００９３】ステップＳ３３においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が週
単位でない場合には、パーソナルコンピュータ２１は、
ステップＳ３５に示すようにステップＳ２７で取得した
絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報を絞り込み開
始日と絞り込み終了日の間の日数分前の日付に設定す
る。
【００９４】ステップＳ２８において入力されたボタン
が後検索ボタン４１ｊｂであった場合には、パーソナル
コンピュータ２１は、ステップＳ３６に示すようにステ
ップＳ２７で取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了
日の情報が年単位の指定か否かを確認する。
【００９５】ステップＳ３６においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が年
単位の場合には、パーソナルコンピュータ２１は、ステ
ップＳ３７に示すようにフィルタ・ボタン４１ｄａで設
定されている情報を１年後の情報になるように絞り込み
開始日及び絞り込み終了日を設定する。
【００９６】ステップＳ３６においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が年
単位でない場合には、パーソナルコンピュータ２１は、
ステップＳ３８に示すようにステップＳ２７で取得した
絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が月単位の指
定か否かを確認する。
【００９７】ステップＳ３８においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が月
単位の場合には、ステップＳ３９に示すようにフィルタ
・ボタン４１ｄａで設定されている情報を１月後の情報
になるように絞り込み開始日及び絞り込み終了日を設定
する。
【００９８】ステップＳ３８においてステップＳ２７で
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取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が月
単位でない場合には、パーソナルコンピュータ２１は、
ステップＳ４０に示すようにステップＳ２７で取得した
絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が週単位の指
定か否かを確認する。
【００９９】ステップＳ４０においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が週
単位の場合には、パーソナルコンピュータ２１は、ステ
ップＳ４１に示すようにフィルタ・ボタン４１ｄａで設
定されている情報を１週後の情報になるように絞り込み
開始日及び絞り込み終了日を設定する。
【０１００】ステップＳ４０においてステップＳ２７で
取得した絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報が週
単位でない場合には、パーソナルコンピュータ２１は、
ステップＳ４２に示すようにステップＳ２７で取得した
絞り込み開始日及び絞り込み終了日の情報を絞り込み開
始日と絞り込み終了日の間の日数分後の日付に設定す
る。
【０１０１】次に、ステップＳ４３に示すように、パー
ソナルコンピュータ２１は、設定された絞り込み条件に
従って検査情報を検索し検査情報一覧表示エリア４１ｂ
に該当する検査レコードを表示しステップＳ２３に処理
が戻される。
【０１０２】このような構成及び処理により、内視鏡画
像ファイリングシステムは、検査情報を記録する内視鏡
検査情報記録工程（ステップＳ１からＳ８）と、検査情
報を検索するための検索条件を入力する検索条件入力工
程（ステップＳ２２，Ｓ２３）と、入力された前記検索
条件に従って前記内視鏡検査情報記録工程で記録した前
記検査情報を検索する内視鏡検査情報検索工程（ステッ
プＳ２６）と、前記検索条件に対して予め設定された条
件で検索範囲を変更する前後検索条件を設定する前後検
索設定工程（ステップＳ２７からＳ４２）と、前記前後
検索設定工程で設定された前記前後検索条件により前記
内視鏡検査隋報記録工程で記録した前記検査情報を検索
する前後検索実行工程（ステップＳ４３）と、前記内視
鏡検査情報検索工程および前記前後検索実行工程による
検索結果の少なくとも－方を表示する検査情報表示工程
（ステップＳ４３）とを備えている。
【０１０３】（効果）このような発明の実施の形態によ
れば、画像ファイリング装置２が有する内視鏡検査に関
わる検査情報をユーザが入力する検索条件の検索結果に
従って一覧表示し、前記検索条件の前後に関わる検索を
行う場合にその検索条件の入力を行わずに日付前後ボタ
ン４１ｊの入力だけで検索を実行できるようにしている
ので、画像ファイリングシステムに記録された内視鏡検
査に関わる検査情報を検索する際の操作性を向上させる
ことができる。
【０１０４】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施の形態によれば、以下の如き構成を得ることができ*
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*る。
【０１０５】（付記項１）  内視鏡装置から出力される
画像信号をレリーズトリガに従って検査情報に関連付け
て記録する画像ファイリング装置を備えた画像ファイリ
ングシステムにおいて、内視鏡検査に関わる検査情報を
入力する内視鏡検査情報入力手段と、前記内視鏡検査情
報入力手段で入力された内視鏡検査情報を記録する内視
鏡検査情報記録手段と、前記内視鏡検査情報を検索する
ための検索条件を入力する検索条件入力手段と、前記検
索条件に従って前記内視鏡検査情報記録手段から前記内
視鏡検査情報を検索する内視鏡検査情報検索手段と、前
記検索条件を一時的に記憶する検索条件記憶手段と、前
記内視鏡検査情報検索手段によって検索された前記内視
鏡検査情報を一覧表示する内視鏡検査情報一覧表示手段
と、前記内視鏡検査情報一覧表示手段にて表示された内
視鏡検査情報を前記検索条件記憶手段で記憶された検索
条件を基にその前後の検索条件を実行する前後検索実行
手段と、を備えたことを特徴とする内視鏡画像ファイリ
ングシステム。
【０１０６】（付記項２）  内視鏡装置から出力される
画像信号をレリーズトリガに従って検査情報に関連付け
て記録する画像ファイリング装置を備えた画像ファイリ
ングシステムにおいて、内視鏡検査に関わる検査情報を
入力する内視鏡検査情報入力工程と、前記内視鏡検査情
報入力工程で入力された内視鏡検査情報を記録する内視
鏡検査情報記録工程と、前記内視鏡検査情報を検索する
ための検索条件を入力する検索条件入力工程と、前記検
索条件に従って前記内視鏡検査情報記録工程から前記内
視鏡検査情報を検索する内視鏡検査情報検索工程と、前
記検索条件を一時的に記憶する検索条件記憶工程と、前
記内視鏡検査情報検索工程によって検索された前記内視
鏡検査情報を一覧表示する内視鏡検査情報一覧表示工程
と、前記内視鏡検査情報一覧表示工程にて表示された内
視鏡検査情報の前後の検索条件を実行する前後検索実行
工程と、前記内視鏡検査情報一覧表示工程にて表示され
た内視鏡検査情報を前記検索条件記憶工程で記憶された
検索条件を基にその前後の検索条件を実行する前後検索
実行手段と、を備えたことを特徴とする内視鏡画像ファ
イリングシステム。
【０１０７】
【発明の効果】以上述べた様に本発明によれば、画像フ
ァイリングシステムに記録された内視鏡検査に関わる検
査情報を検索する際の操作性を向上させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡画像フ
ァイリングシステムの全体構成を説明する説明図。
【図２】図１の画像ファイリング装置のハードウェア構
成を説明するブロック図。
【図３】図１の画像ファイリング装置の画面構成の概要
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を説明する説明図。
【図４】図１の画像ファイリング装置の操作の流れの全
体像を説明するフローチャート。
【図５】図１の画像ファイリング装置によるスケジュー
ル一覧画面の画面表示例を示す図。
【図６】図１の画像ファイリング装置による絞り込み条
件設定画面の画面表示の例を示す図。
【図７】図１の画像ファイリング装置によるカレンダ画
面の画面表示の例を示す図。
【図８】図１の画像ファイリング装置による絞り込み条
件設定画面の表示の例を示す図。
【図９】図１の画像ファイリング装置による絞り込み条
件設定画面の表示の例を示す図。
【図１０】図１の画像ファイリング装置による絞り込み
条件設定画面の表示の例を示す図。
【図１１】図１の画像ファイリング装置による前後検索
の実行の流れを説明するフローチャート。 *
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*【図１２】図１１のステップＳ２７からステップＳ２３
に戻るまでの流れを説明するフローチャート。
【符号の説明】
１      …内視鏡装置
２      …画像ファイリング装置
１０    …信号伝送ケーブル
１１    …患者
１２    …電子内視鏡
１３    …光源装置
１４    …ビデオプロセッサ
１５    …モニタ
１６    …キーボード
１７    …信号伝送ケーブル
２１    …パーソナルコンピュータ
２２    …モニタ
２３    …キーボード
２４    …マウス

【図１】 【図４】

【図８】

【図９】
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【図３】

【図１０】
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【図５】

【図６】
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